
拝

啓
秋
冷
の
候
、
平
素
は
お
道
の
上
に
、
と
り
わ
け
大
教
会
の
御
用
の
上
に
お
勤
め
頂
き
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
貴
殿
に
は
日
頃
、
教
養
掛
と
し
て
修
養
科
生
、
講
習
生
の
育
成
の
上
に
お
つ
と

め
頂
き
、
誠
に
御
苦
労
様
で
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
教
養
掛
研
修
会
で
は
、
上
瀧
純
一
先
生
に
講
話
を
頂
き
ま
す
。

教
務
ご
多
用
の
中
と
は
存
じ
ま
す
が
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
、
教
養
掛
研
修
会
に
御
出
席

下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

敬

具

立
教
百
八
十
七
年
十
月
五
日

天
理
教
旭
日
大
教
会
長

岡

本

善

弘

教
養
部
部
長

山

﨑

信

宜

教
養
掛
各
位

教
養
掛
研
修
会
要
項

一
、
日

時

令
和
六
年
十
一
月
二
十
四
日

午
後
一
時
三
十
分
よ
り

一
、
場

所

旭
日
大
教
会

会
館
一
号
館
四
階
講
堂

一
、
次

第
・
開
会
の
辞

・
三
殿
礼
拝

・
教
養
部
長
挨
拶

・
大
教
会
長
様
挨
拶

・
講
話
「
物
の
見
方
・
関
わ
り
方
」

講
師

上
瀧
純
一
先
生
（
朝
倉
大
教
会

諏
訪
分
教
会
長
）

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和

年
２
月
生
ま
れ
。
福
岡
県
久
留
米
市
出
身
。
大
学
・
大
学
院
で
心

49

理
学
を
専
攻
。
卒
業
後
総
合
病
院
や
学
校
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
講
師
を
務

め
る
。

年
前
に
会
長
就
任
後
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
こ
こ
ね
っ
と
・
く
る

13

め
」
の
代
表
理
事
を
務
め
る
と
と
も
に
、「
株
式
会
社
そ
ら
な
」
の
専
務

取
締
役
と
し
て
、
今
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
講
演
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

故
宮
崎
伸
一
郎
梅
満
分
教
会
八
代
会
長
と
仕
事
を
と
も
に
し
、
指
導
と
影

響
を
受
け
現
在
に
至
る
。
公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士

・
講
話
を
受
け
て
質
疑
応
答

・
そ
の
他

・
三
殿
礼
拝

・
懇
談
会
（
会
食
）

※
ご
都
合
に
よ
り
欠
席
さ
れ
ま
す
方
は
、
準
備
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

月

日
ま

11

15

で
に
、
教
養
部
長
山
﨑
信
宜(

0
90

-
8
48
1
-4
6
07
)

ま
で
必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。


